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は　じ　め　に

　この度の7月豪雨災害により，石見地区を中心とし

た各地で，地すべりや斜面崩壊が発生した．

　石見地区には，江津市から益田市にかけての海岸沿

いに，三郡変成岩類（Sm：泥質片岩，Ss：砂質片岩，

Sc：珠質片岩，Sb：塩基性片岩等）が幅10～15kmの

帯状区間に約60kmに渡って分布し，益田市南部の鹿

足層群に連続している．この三郡変成岩類地域におけ

る今回の道路災害に注目し，その風化程度と地すべり

形態について過去の調査例と合わせて報告する．

　これらの調査例は，道路土工指針によれば「大規模

な崩壊（深い切土崩壊・深く広範囲に及ぶ崩壊）」とし

て取り扱われているが，ここでは今までの調査経過か

ら「地すべり」と呼んで述べることとする．

岩の風化程度と地すべり形態

　三郡変成岩類の中でも，当石見地区に分布している

のは泥質片岩が主体であり，砂質片岩・塩基性片岩が

それに次いでいる．今回用いた調査例でも泥質片岩で

の災害が主体である．

　調査例は表一1に示した7例であるが，その泥質片
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第2図　硬岩の椅子型すべりの模式断面図

岩の風化程度と地すべり形態に関して注目すると次の

様な分類ができる．

硬　岩

軟　岩

土　砂

｛椅子型すべり

複合型すべり

　トップリング破壊型すべり

｛複合型すべり

　円孤型すべり

　クサビ型すべり

｛　円弧型すべり

複合型すべり

　いずれも道路土工により，斜面の先端部分（押さえ

部分）が切取られた後に発生した地すべりである．

1）硬岩（表一1のC）

　O椅子型すべり（第2図）

　　片理面や片理面に直交した節理，また断層運動に

　よって形成された節理面等に沿う直線型の地すべり．

　O複合型すべり（第3図）

　　片理面や節理面に沿った直線部分と，山側の円孤

部分の組合わせ．山側に断層破砕帯が存在する場合

やそれと同等の弱化部が存在する場合，その部分で

　円孤状のすべり面が生ずる．

○トップリング破壊型すべり（第4図）

　　切土や河川侵食による地すべり先端部の除荷によ

　り応力が開放され，タテ亀裂が開口して前面への転

倒破壊が初めに生じ，これが背後に向かって進行し

　て行き，椅子型や複合型すべりに移行するもの．

　　これは，タテ亀裂が特に発達している事と，第4

　図の円で囲んだ部分が比較的安定していて，すべり

　面が発生しにくい事が条件となる．

2）軟　岩

　　片岩の風化状態は大別して二種類に分けられる．

一つは，岩片は硬質だが亀裂が多く，部分的に粘土

　をかんでいる場合，一つは，岩片自体の粘土化が進

んで硬質粘土状となっており，しかも亀裂が多い場

合である．

O複合型すべり（第5図）

　岩片は硬質だが亀裂が多い場合に，片理・節理に

支配された直線部分と山側の円孤部（場合によって

は舌端部の円弧部）との組合わせ．この場合，流れ

盤構造となる事が多い．

○円孤型すべり（第6図）

　節理の発達が著しい場合や粘土化部分を多く含む

場合，また岩片自体の強度が低い場合には円孤型す

べりを発生する事がある．

Oクサビ型すべり（第7図）

　全体に粘土化が進み硬質粘土状になっている場合，

第7図の様なタサビ型の破壊形を示す場合がある．

　このクサビ型すべりは，次の条件を満たした時に

発生するものと考えられる．

　①片岩が硬質粘土状に風化している事．

　②たて方向の節理が発達している事．

　③切土により前面の応力が開放され，節理が開口

第3図　硬岩の複合型すべりの模式断面図

第4図　硬岩のトップリング破壊型すべりの模式

　　　　断面図

図中の円で囲んだ部分ではすべり面が発生しにくい．
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1表　三郡変成岩地域の地すべり（大規模崩壊）の分類表ﾐ
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第5図　軟岩の複合型すべりの模式断面図（表一

　　　　1のBとE）

／

第6図　軟岩の円孤型すべりの模式断面図（表一

　　　　1のEとG）

　　している事．

④舌端部に相当する法尻部分に比較的硬質な部分

　　があり，その部分にすべり面を発生しにくい状

　　況にある事．

⑤クサビ状ブ・ックの下方先端部の強度が低く，

　挫屈しやすい事．

　これは模式的に示せば第8図の様になり，地すべ

り斜面の変状は山側から進行していく．

　その変形過程は次の順である．

①切土により応力が開放され，タテ亀裂が開口し

　　はじめる．

　　舌端部は比較的強度が高い為に変形は遅れる．

②山側には土砂状の風化層があり，最も大きなク

　　サビ状すべりブロックが形成され，鉛直方向へ

　　の変形が進行する．

③クサビ状ブ・ックの末端部が挫屈し，前面への

　　手甲し出し力抜台まる．

④クサビ状ブ・ックが下方に波及していく．

⑤それぞれのクサビ状ブロックの末端部（挫屈部）

　　が連続する様になり，それまで土塊を支えてい

　　た舌端部の破壊が始まり最下段法面がふくらみ

　　始める．

⑥その後斜面の変状は数10mmの降雨で進行をし

　　つづけ，やがて全体の破壊に到る．

3）土　砂

片岩が粘土混礫状～礫混粘土状に風化している場合

　o円孤型すべり（第9図）

　　崩積土のすべりと同様，円孤型すべりとなる場合

が多い．すべり面はすべり土塊内に任意に発生する

傾向があり，比較的ゆるい傾斜でも発生しうる．破

壊は前面から背面に向って波及する傾向があるが，

節理・片理の影響はあまり受けない．

　○複合すべり（第10図）

　土砂状風化層下位の軟岩との境界面ですべる場合

　と，軟岩表層部に食込む形ですべる場合．軟岩内に

見られる節理に支配されやすい地すべり．
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第7図 軟岩のタサビ型すべりの模式断面図（表一

1のD）
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第8図 軟岩のクサビ型すべりの発生機構（表一

1のD）

ま と め

　今回の調査例から特徴的な事項を整理すると次の様

になる．

1）トップリング破壊型すべり・クサビ型すべり

　いずれも共通してタテ亀裂が発達しており，舌端部

に相当する部分はすべり破壊を起こしにくい状況にあ

るが表一2の様な違いが見られる．
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表一2　地すべり形態比較表

トップリング石痩土裏町乏

@　すべり

クサビ型すべり

山　　　　　　　　　　斤斤
ﾎ　　　　　　貝 硬　岩　状 軟　岩　状

破　　　　壊

`　　　　式

引っ張り型すべり

@前面から破壊

押し出し型すべり

@背面から破壊

亀　　　　裂 開口している 密着している

変　　形　　量 舌端部（前面の） 滑落崖（背面）の

変形が大きい 変形が大きい

第9図 土砂の円孤型すべりの模式断面図（表一

1のAとF）
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土砂の複合型すべりの模式断面図（表一

1のF）

2）強風化層の分布

　礫混粘土状の風化層が見られるのは，その上面を第

三紀層や，火山岩類が被っている場合であった．風化

が進行した状態でも，それを被っている地層に保護さ

れて侵食作用を受けにくかった為に強風化層が崩れず

に残っていたものと考えられる．（第11図）

3）片理・節理

　片理・節理等に支配されたすべり面をもつ事が多い．

第10図

　これらの地すべりに対し，現状では複合型の地すべ

りとして解析しており，破壊形態に適した検討になっ

ていない．今後これらの地すべり機構について更に調

査解析し，有効かつ経済的な対策工法の検討が望まれ

る．
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第11図 強風化層におけるすべりの形態（表一1

のAとF）

　今回対象として扱った三郡変成岩類は，江津以西の

石見地域の海岸沿いに分布している．それは浜田益田

管内全域の17～18％の面積を占めている．今回の豪雨

災害の中心となった三隅町では，三隅川河口からその

上流約16kmに渡る広い節囲に片岩類が分布し，また

益田市では市街地南側の高津川流域にその分布が見ら

れる．

　今後，道路計画や造成計画に基づいて山地開発が進

むにつれ，大規模な切土が行われる様になるものと考

えられるが，その開発はまず市街地近郊から始まる事

を考えれば，海岸沿いの三郡変成岩地域は真先に大規

模土工の対象地域となるであろう．

　地すべりを発生しやすい地質である片岩類の，物理

的性質を示すパラメーターである．

　　　　　○一軸圧縮強度

　　　　　O　RQD

　　　　　O弾性ゴ皮速度

　　　　　○片理・節理

等から，これら突発性地すべり（大規模崩壊）災害を

予知できる様に調査・解析を進めて行きたい．




